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シルクオンデマンド Pro

横井　武志

シルクオンデマンド Pro

　シルクスクリーン印刷は印刷の技法

の中では最も古くからあり、ポピュ

ラーな印刷方法の一つです。スクリー

ン印刷は孔版印刷の一種で、版の孔の

部分にインクを浸透させ、紙などの媒

体にインクを付着させるという単純な

原理ですが、比較的安価で設備投資も

少なく、印刷速度は速いというメリッ

トがあります。また、他のオフセット

印刷、グラビア印刷に比べてインクの

種類が豊富であるとか、インクジェッ

トプリンタのように色むらができな

い、紙以外の媒体や平面でない媒体に

も印刷できるなどの特徴があります。

　このように世界中で多くの T シャ

ツ、工業製品、プリント基板などの印

刷に使用されている印刷方法ですが、

製版のプロセスに手間がかかること、

印刷時のインクによる汚れや技能の難

しさなどにより、近年は多量生産の印

刷は人件費の安い中国などで行われる

ようになってきました。

　当社は平成元年の設立以来、精密機

械の受託設計の事業を中心に行ってき

ましたが、5 年ほど前から、自社製品

として車載プリンター、オンデマンド

の箔プリンター等を開発し製造してい

ます。そして、近年印刷業界において

オンデマンド印刷の需要が高まってい

ることを知り、新たなオンデマンド印

刷機の開発を模索していたところ、シ

ルクスクリーン印刷の複雑な工程を知

り、工程を簡略化した印刷機の開発を

始めました。

　従来のシルクスクリーン印刷は、1）

フィルム業者が印刷デザインをフィル

ムに印刷する　2）製版業者が枠に張っ

て乳剤を塗布したスクリーンと印刷さ

れたフィルムを重ねて紫外線に露光さ

せた後、水で乳剤を流し、露光により

硬化した部分を残して版を製作する　

3）印刷業者が版を使用しインクで印

刷を行う　という工程により行われて

います。

　そこで当社は、これまで箔プリン

ター等の開発で培ったサーマル印刷

技術を応用して、製版と印刷を 1 台

で行える印刷機「シルクオンデマンド

Pro」を開発し、今年 2 月から販売を

開始しました。

　本機は、パソコンからダイレクトに

データを送り、サーマルプリントヘッ

ドにより印刷用スクリーンに熱を加え

て、メッシュ表面上の熱可塑性樹脂

フィルムを溶かして「孔」をつくって

版を作製します。そして、そのままス

クリーンを移動させてインクを塗布

し、印刷を行う製版・印刷複合

機です。このように製版から印

刷までを短時間、1 台で行う印

刷機はこれまでにありません。

　本機の特徴は次の通りです。

①シルクスクリーン印刷のメ

リットを備えている

・インクジェットの場合は、

色がドットで構成されるた

め、刷りはじめと刷り終り

で色が違うことがあるが、

シルクスクリーン印刷の場

合、予め調合されたインク

を使うため色が安定してい

る。

・紙・布・樹脂ボード・金属

板・ガラス板・皮革など

様々な素材に印刷が可能。

②プリンターのような手軽さを備えて

いる

・ドライ方式で、水が不要である。

・製版～印刷の工程が自動化されて

いて、操作が簡単である。

・製版がすぐにできるので、多品

種・小ロットの印刷に最適であ

る。

③ UV-LED、メタルハライドランプ

が接続可能で、インクの乾燥・定着

の仕上げ工程までを自動化すること

もできる。

④薄い紙やシートから、290mm まで

の厚物にも対応可能である。

⑤ 1台で製版と印刷ができるので、省

スペースである。また、従来のシル

クスクリーン印刷に比べ、設備や工

程、ランニングコストを削減できる。

　ペーパーレスの流れの中で印刷機業

界はマーケットが縮小の傾向にありま

すが、紙以外にも印刷できるシルクス

クリーン印刷はこれからもいろいろな

可能性を秘めており、さらに改良を重

ねて、使いやすい印刷機を開発してい

きたいと思っております。


